
A B C D E F

総事業費
（実績額）

（円）

国庫補助額
（円）

コロナ交付金充当額
（円）

起債額
（円）

一般財源
（円）

その他
（円）

128,307,000 0 122,670,000 0 5,637,000 0

1
非課税世帯等生活支
援事業【低所得者世帯
給付金】

福祉課

①電力・ガス・食料品等の価格高騰による負担増を踏ま
え、より物価高騰の負担感が大きい低所得世帯（住民税
非課税世帯等）に対し、現金給付により支援を行うもの。
②令和5年度分の市町村民税均等割非課税世帯及び令
和5年1月以降の家計急変世帯
③支給対象低所得世帯

R5.6 R6.2 64,682,000 0 64,682,000 0 0 0

・1世帯あたり３０千円 ①・支給決定世帯数：２，０５３世帯
　 ・給付金総額：６１，５９０千円
　 ・低所得世帯への給付金支給に係る事務
費：
　　 ３，０９２千円
②新型コロナウイルス感染症の影響による電
力・ガス・食品等の物価高騰に直面する低所
得者世帯の負担軽減を図ることができた。

①コストプッシュ型のインフレにより消
費活動が大きく低迷している。
②経済状況を注視していく。

2
子育て世帯生活臨時
応援事業

子ども家庭課

①食費等の物価高騰はすべての子育て世帯に影響を及
ぼしていることから、国の給付金が給付されない子育て世
帯へ事業展開することで、すべての子ども達の健やかな
成長を応援するもの。
②支給対象者への給付（養育者）
③支給対象児童

Ｒ5.7 Ｒ6.3 43,250,000 0 41,000,000 0 2,250,000 0

・児童1人あたり10千円 ①・支給対象者数（養育者）：2,540人
　 ・給付金総額（児童4,325人）：43,250千円
②物価高騰の影響を緩和することにより、子
ども達の健やかな成長に寄与できた。

①コストプッシュ型のインフレにより消
費活動が大きく低迷している。
②経済状況を注視していく。

3
大和まるごと市＆テイ
クアウト事業

商工観光課

①コロナ禍に苦しむ町内飲食店を支援するために、テイク
アウトまつり（年4回開催予定）への助成を行い商業の活
性化を図るもの。
②実施団体（大和まるごと市実行委員会）への補助
③大和まるごと市実行委員会

R5.5 R6.3 3,000,000 0 3,000,000 0 0 0

・商店街担い手支援事業補助金(大和
まるごと市テイクアウトまつりへの補
助)　3,000,000円

①商店街の活性化と担い手支援を目的に活
動している大和まるごと市実行委員会に対し
て、テイクアウトまつり開催(6～11月。計6回)
に係る補助金を交付。前年度に引き続き開
催。助成率を3～5割に細かく設定したことで
参加19店舗では、まつり当日のテイクアウト商
品数を増やし、より多くの消費者が通常価格
よりも安価で購入することができ、店舗側は商
品のPRをすることができた。
②コロナ禍にあっても顧客創出やリピーター
の獲得などにつながった。

①コストプッシュ型のインフレにより消
費活動が大きく低迷している。
②経済状況を注視していく。

4 割増商品券発行事業 商工観光課

①新型コロナウイルス感染症の流行が長引く中で、町内
で使用できる2割増商品券を発行し、消費喚起を図り地域
商業の活性化を図るもの。
②実施団体（くろかわ商工会）への補助（割増分への補
助）
③くろかわ商工会

R5.4 R6.3 7,946,000 0 7,000,000 0 946,000 0

・割増サブロー商品券48,000千円（うち
2割増分8,000千円）

①2割増商品券を8,000セット(＠500円×12枚)
を1セット5千円で販売。発行総額4,800万円の
うち2割増分は800万円。
②町民の注目度が高い。参加102店舗。使用
（販売）開始から約3カ月で換金率が73.0％に
達するなど、町民の消費喚起と生活支援、町
内商工業の経済対策につながった。

①今後も継続して実施していく場合は
財源確保が課題である。
②商店街活性化策については単年度
の商品券事業に限らず、商工会や事
業者の企画・立案等も募りながら、効
果的に実行していく。

5
地域でがんばる事業
者応援補助金

商工観光課

①商品開発、イメージアップ改修、新規創業等（空き店舗
活用）への支援を行い、コロナ禍における地域商業の活
性化を図るもの。
②町内事業者への補助
③町内事業者

R5.4 R6.3 5,149,000 0 3,690,000 0 1,459,000 0

・空き店舗活用6件5,149千円、イメー
ジアップ改修0件0千円

①空き店舗活用6件5,149千円、イメージアップ
改修0件0千円。
②空き店舗が目立つようになると盛況感が失
せ、商店街全体で客足が遠のくことになるが、
当該補助金により空き店舗を無くし（減らし）、
既存店舗の改修による店内のイメージアップ
で地域商業活動の維持につながった。

①コストプッシュ型のインフレにより消
費活動が大きく低迷している。
②経済状況を注視していく。

6
畜産農家購入飼料費
支援事業

農林振興課

①飼料価格の高騰対策として補助金を交付し、畜産業の
経営を支援するもの。
②町内畜産業者への補助
③町内畜産業者

R5.9 R6.3 4,280,000 0 3,298,000 0 982,000 0

・乳牛：＠10千円×70頭＝700千円
・肥育牛：＠10千円×312頭＝3,120千
円
・繁殖牛：＠5千円×92頭＝460千円

①町内の畜産業者17名に対して4,280千円を
助成（乳牛70頭、肥育牛312頭、繁殖牛92
頭）。
②物価高騰の影響を緩和することにより、畜
産業の経営継続に貢献できた。

①物価高騰が続いているので、継続支
援の場合は財源確保が課題。
②経済状況を注視していく。

合　　計

事業経費内訳
効果・検証
①成果(具体的に数値等を記載)
②検証(評価)

課題等
①課題
②今後の方向性
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